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記者発表資料

国道２３号 中勢バイパス （鈴鹿・津工区）
開通後の交通状況および開通効果

概 要

開通区間：鈴鹿市御薗町～津市河芸町三行間 約２．９km

開 通 日：平成３１年２月１７日（日）

＜開通区間概要＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 別紙１

開通効果

＜交通状況（開通後３ヶ月間）＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 別紙２

①国道２３号現道の交通量が１割減少し、中勢バイパスへ交通が転換

＜企業活動の支援＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 別紙３

②現道ルートに比べ19分短縮し、物流事業者の輸送が効率化

＜生活環境の改善＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 別紙４

③住宅地を抜け道利用する車両が減少し、生活道路の安全性が向上

＜観光振興への寄与＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 別紙５

④観光の活性化（観光ガイドの利用が増え、観光施設の入込客数が増加）

（参考１）鈴鹿地区の渋滞悪化の懸念を回避

（参考２）開通後の課題（津地区の渋滞対策を検討）

三重県政記者クラブ、第二県政記者クラブ、津市政記者クラブ、鈴鹿市政記者クラブ

記 者 発 表 ク ラ ブ
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国土交通省 中部地方整備局 三重河川国道事務所

TEL：０５９－２２９－２２２０ FAX：０５９－２２９－２２３８

ホームページアドレス：http://www.cbr.mlit.go.jp/mie/

副所長 鈴木 克章 計画課長 和田 春樹

問 い 合 わ せ 先

すずき かつあき わ だ はるき

すずか みそのちょう つ かわげちょう みゆき

国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所

国道２３号中勢バイパス （鈴鹿・津工区）が 平成３１年２月１７日（日）に開通しました。

開通後３ヶ月間の交通状況、開通による効果についてお知らせいたします。
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開通区間概要
ちゅうせい すずか きたたまがきちょう まつさか おづちょう

○国道23号中勢バイパスは、三重県鈴鹿市北玉垣町から三重県松阪市小津町に

至る延長33.8kmの幹線道路です。

〇鈴鹿・津工区の開通により全長の約92％にあたる、約31kmが開通しています。

別紙１

至 名古屋

至 伊勢

（H31.2 撮影）

中勢バイパス

高速道路

直轄国道

一般国道

その他の道路

暫定開通 未開通

【凡 例】

国道23号中勢バイパス
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〇中勢バイパス（鈴鹿・津工区）の交通量は9,800台/12ｈ。

〇並行する国道２３号の交通量は約１割減少し、中勢バイパスへ交通が転換。

中勢バイパスへ交通が転換開通効果①

出典：交通量調査結果（開通前：H30.10.2（火） 開通後：R1.5.21（火））

中勢バイパスの利用状況

国道２３号【現道】
津市河芸町東千里

台/12ｈ25,400
開通前と比較して

約１割減少

中勢バイパス
鈴鹿市徳居町
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別紙２

中勢バイパス・国道２３号の交通量変化
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信号数

開通効果② 物流事業者の輸送効率化 別紙３

○中勢バイパス（鈴鹿・津工区）の開通により、現道23号利用ルートに比べ輸送

時間が約1９分、鈴鹿・津工区開通前の中勢バイパスルートより約7分短縮。

○輸送環境の向上により、ドライバーの負担軽減や働き方の改善に寄与。

※ヒアリング調査より

中勢バイパス今回開通区間
中勢バイパス（既開通区間）
高速道路
直轄国道
一般国道
その他の道路

津工場

A社

津工場～鈴鹿工場輸送ルート

：開通前 Aルート（現道23号利用）

：開通前 Bルート（中勢バイパス利用）

：開通後中勢バイパス

鈴鹿工場
23

至 名古屋

至 伊勢

・中勢バイパスの開通により、通
過する信号機が減少、走行性が
向上しており、津工場～鈴鹿工
場への輸送時間が10分程度短縮
しました。

・輸送時間が短縮したことで、
余った時間を他の作業に費やせ
ることから業務効率化が図られ
ています。

A社
物流事業者

B社
物流事業者

・所要時間のばらつきが解消さ
れ安定輸送が可能となり、ド
ライバーの負担軽減になって
います。

・運行時間の短縮により、こま
めな休憩が取りやすくなり、
ドライバーの働き方の改善に
つながっています。

23

津工場～鈴鹿工場の
所要時間と通過信号機の変化

ETC2.0プローブデータ 昼間12時間平均値

（分） 信号（基）

約19分短縮

約7分短縮



23

郡山小学校周辺の抜け道利用状
況

大規模事業所

開通後
16分

開通前
22分

通勤時間の短縮、生活道路の安全性向上開通効果③

〇中勢バイパス（鈴鹿・津工区）の開通により、通勤時間が短縮。

〇通勤時に住宅地を抜け道利用する車両が減少し、生活道路の安全性が向上。

〇沿線の住宅団地では開通によるアクセス性・利便性の向上をチラシでアピール。

別紙４

中勢バイパス今回開通区間
中勢バイパス（既開通区間）
直轄国道
一般国道
その他の道路

至 伊勢

住宅団地
住民

・狭い市道を利用して通勤してい
たが、開通後はバイパスを利用
することで通勤時間が短縮しま
した。

・また、住宅地を抜け道利用する
車が減り、小学校の周辺の安全
性が向上したと感じています。

至

名
古
屋

住宅団地

・移動の利便性が高まったことで、
アピールポイントとなっています。

・中勢バイパスの開通に合わせ、折込
チラシを作成するなど、販売の促進
を図っています。

※ヒアリング調査より
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６分短縮

住宅団地～大規模事業所の所要時間の変化
（分）

ETC2.0プローブデータ 朝7時台

22分

16分

不動産会社が作成した
住宅団地の折込チラシ

開通に合わせ杜の街の
アクセス性、利便性をアピール

鈴鹿市立郡山小学校

学校周辺道路

至 伊勢
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至伊勢

観光の活性化開通効果④ 別紙５

開通後、鈴鹿市街や北勢
地域とのアクセスが向上

至名古屋

鈴鹿市街

観光ガイドによる周辺観光施設の案内

ゴールデンウィーク期間中の観光入込客数集計表（三重県観光局観光政策課）より

※ヒアリング調査より

「道の駅」
津かわげ駅長

・中勢バイパスの開通によって、鈴鹿ナン
バーの車が増えたと感じています。

・観光ガイドの利用も約２割増えており、
地元の国宝・高田本山専修寺や潮干狩り
ができる御殿場海岸などをご案内してい
ます。

（人/日）

約１割増

御殿場海岸（津市） 入込客数「道の駅」津かわげ 来駅者数

（人/月）

約１割増

中勢バイパス今回開通区間
中勢バイパス（既開通区間）
高速道路
直轄国道
一般国道
その他の道路

津市 主要観光施設

至伊勢

高田本山専修寺 御殿場海岸

御殿場海岸

津市

鈴鹿市

高田本山専修寺

○ ｢道の駅｣津かわげは、津市内の観光施設の「ゲートウェイ」として、観光ガイド

が常駐、｢道の駅｣を来訪する観光客に周辺の観光施設を案内。

○｢道の駅｣来訪客数の増加に伴って観光ガイドの利用も増え、周辺の観光施設にお

いても入込客数が増加。



鈴鹿市街

参考１ 中勢バイパスの端末（鈴鹿市野町付近）の交通集中への対応
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23

集中する
交通を分散

【標識の改良】 [国]

改良前 改良後

野町西
交差点

稲生四丁目
交差点

整流化し
スムーズに

至伊勢

至名古屋

至伊勢

白子町
交差点

看板

標識

横断幕

稲生町西
交差点

野町
交差点

ETC2.0プローブデータ 7時台
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亀
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主交通

＜新設左折レーン＞

区画線の引き直し

至
津
市

■野町西交差点改良[国]

区画線の引き直しによる交通の整流化

野町西交差点

中勢バイパス

亀
山
鈴
鹿
線

主交通
至
津
市

改良前

改良後

■野町交差点改良[県]

右折レーンを延伸（右折レーン40m→90m）
写真

■標識の改良、看板・横断幕の設置
【看板】 [国・県・市]

中勢バイパスへは、４ｋｍ先 へ

（主）亀山鈴鹿線は、朝・夕ピーク時は混雑

23

41
三 重

【横断幕】 [国・県]

○中勢バイパス（鈴鹿・津工区）の開通により、渋滞の悪化が懸念された鈴鹿市野町

付近において、予め渋滞対策の取り組みを実施。（実施主体：国、三重県、鈴鹿市）

○交差点改良や交通の分散を促す迂回案内によって、中勢バイパスの交通量増加に

伴う（主）亀山鈴鹿線の渋滞悪化を回避。



参考２ 開通後の課題（既開通区間における速度低下の悪化）
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①

（R1.5 16時頃）

至 名古屋

至 伊勢

〇中勢バイパスは既開通区間の信号交差点では、朝夕の通勤時間帯に速度低下

が発生しており、信号調整や交通分散などの渋滞対策を実施。

〇中勢バイパス（鈴鹿・津工区）の開通後、利用交通が増加し通勤時間帯の交差

点流入部における速度が低下。

〇引き続き、県・沿線自治体・警察および利用者からなる「三重県道路交通渋滞

対策推進協議会」において、中勢バイパスの渋滞対策検討を進めていきます。

至

伊
勢

23

至

伊
勢

大里窪田町
出口交差点
（信号交差点）②

至 名古屋

長岡宮ノ前
交差点
（信号交差点）

中勢バイパス今回開通区間
中勢バイパス（既開通区間）

高速道路
直轄国道
一般国道
その他の道路①

大里小野田町
交差点（信号交差点）

③

④

中勢バイパスの渋滞状況

ETC2.0プローブデータ 開通前：2018年4月（平日）、開通後：2019年4月（平日）20km/h未満 20～30km/h 30～40km/h 40km/h以上

南進 北進

開通前
7h台
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開通後

開通により
交差点
流入部の
速度が
更に低下

②

（R1.5 7時頃）

開通により交差点
流入部の速度が

更に低下

③

（R1. 5 16時頃）

④

（R1. 5 7時頃）

至 名古屋

至 伊勢 至 名古屋

至 伊勢

至 名古屋

至 伊勢


